
 

 

 

 

                                                     

        

                                               
 

公益社団法人全国消費生活相談員協会九州支部は､福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、 

宮崎県、鹿児島県、沖縄県の８県を統括する支部です。 

令和５年５月１５日現在、２３５名の会員で様々な活動を行っています。 

  活動内容            

   会員への情報発信 

 年３回の支部便りの発行、またメールマガジン等で、会員に役立つ最新の情報を発信していま

す。（メールアドレスの登録や変更は、zensokyo_kyusyu@yahoo.co.jpまでご連絡ください） 

 

   研修会 

 年に１度の資格試験対策講座・養成講座や、スキルアップとしての講座を年に数回行っています。 

 （リアル講座やハイブリッド講座を織り交ぜて行います。） 

 

 ～令和４年度の主な研修内容～ 

 ・『改正特定商取引法、若年者に多いトラブル事例への対応』  弁護士 池本誠二氏 

 ・『講師のためのパワポの使い方、見せ方研修』   消費者教育研究所 柿沼由佳氏 

  （中部支部との合同研修） 

 ・『消費生活相談の現場で役に立つ！これだけは知っておきたい重要判例』弁護士千綿俊一郎氏 

 ・『特定商取引法』弁護士 桑原義浩 

 ・『オンライン講座の講師にチャレンジ！』       大分大学非常勤講師 七条麻衣子氏 

                                     など・・ 

 

   受託事業 

 ・令和４年度福岡県消費者安全確保地域協議会設置促進研修 

 ・令和４年度宮崎県消費生活相談研修（資格取得支援） 
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 ・消費生活相談業務受託（福岡県内９市町） 

 

 

   意見交換会（対外活動） 

 各種業界団体様との意見交換会を行っています。 

 

   各種事業 

 年に一度、支部報告会のほか賛助会員企業様、司法関係、行政の方々との交流会を行っていま 

す。 

 

  ・令和４年度交流会（完全オンライン ＺＯＯＭにて開催） 

   テーマ「クレジットと消費の課題と対策」 

   基調講演 講師：経済産業省商務・サービスグループ参事官室 

消費者政策分析官 谷みどり氏 

 

   

 


